
       

 

 

 

 

 

われらは附属 

             副校長 池浦 也寸志 

書家で詩人の相田みつをさんは若い頃，自分の言葉を書きながら，どんなにうまい字を書いても，うまさだ

けでは感心してもらえても感動はしてくれない，技術だけでは人を感心させることはできても感動させること

はできないと悩んでいたそうです。悩みに悩み，長時間をかけて自分の詩にふさわしい書体をつくりあげたそ

うです。 

みつをさんは，美しいものを見たり聞いたりした時に素直に感動する心

こそが『うつくしいものを美しいと思えるこころ』だと言っています。こ

ういう心を育てるためには，子どもが小さいうちから美しいものに素直に

感動できる心を養っておくことの大切さを感じていました。 

本校の子どもたちの様子を見ておりますと，道路を横断する際，停車し

てくれた運転手の方に深々と一礼する姿「きれいなあいさつ」，怪我をした

友達を保健室まで連れてきてくれる「さわやかな親切」，朝のボランティア

活動や掃除を一生懸命行う「まっすぐな努力」など，子どもたち一人一人

にはたくさんの美しさがあり，それらをお互いに認め合うよき土壌(よいも

のをよいと思えるこころ)があります。こういったよさは，長い時間をかけ

て培ってきた学校としての文化，校風であり，今を生きる保護者の皆様の

心根(家庭の教育力)であると思います。 

新型コロナウイルスに翻弄され続けた３年間でありましたが，修学旅行をはじめ，数々の学校行事や授業が

制約を受ける中でも，子どもたちは，これまでの本校が受け継いできた伝統・文化を継承してくれました。伝

統や文化は，ただ守るだけでなく，時代に合った形で変化させながら，脈々と受け継がれていくものです。校

歌の歌詞の中に「われらは附属」とあります。「われらは」と歌ってきた先輩方の想いを感じながら，これか

らも「われらは附属」と胸を張って歌い続ける子どもたちのいる学校であり続けたいものです。 

 

 

 

３月７日（火），今年度の卒業生からの卒業記念品として寄贈された校歌のパネルの設置作業が行われま

した。銅板にエッチング加工が施されており，黒の下地にブロンズの文字が映え，とても趣のあるパネル

です。６年生に感想を聞くと，「お世話になった附属小や下級生へ素

敵なプレゼントを贈ることができてうれしいです。」「大人になった

ら，パネルを見に来たいです。」などと話してくれました。現在は，

光沢のある美しさではありますが，時間の経過とともに文字の表面

が酸化され，違った表情を見せてくれるそうです。６年生の成長と

今後のパネルの変容を楽しみにしながら大切にしていきます。 

なお，今回の設置においては，卒業生からの積み立て金と併せ

て，今年度のバザーによって得られた益金も利用させていただきま

した。ありがとうございました。 

 

 

３月３日（金），５年生による卒業式予行に向けた体育館の会場設営が

行われました。椅子の設置作業において，１ｍｍたりともずれが生じな

いようにと巻き尺の目盛りを注視し，一つ一つ丁寧に並べるなど主体的

に準備に取り組む姿が見られました。この姿から，５年生の子どもたち

の自分たちの役割を十分に理解し，今度は自分たちが附属小学校を守っ

ていくという心意気を感じるとともに，６年生の門出を祝い，感謝の気

持ちを伝えようとする熱い思いが伝わってきました。 

５年生が心を込めて設営した会場で，６日（月）に卒業式予行を行い

ました。近年の卒業式は，新型コロナウイルス感染防止のため，限られ

た参加者のみが，マスクの完全着用にて実施していましたが，今年度は現状を鑑み，５年生の参加及

び一部の場面においては，マスクを外すことも可として実施する計画となっています。 

卒業証書授与の練習では，マスクを

外した６年生が体育館に響き渡るほど

元気に返事する姿，凛とした姿で校長

先生から卒業証書を受け取る姿などが

見られました。また，自席において背

筋を伸ばして座り，真剣な表情でステ

ージを見つめる姿がありました。この

ような６年生の姿を見ている５年生も

自然と表情や姿勢が引き締まり，会場全

体が厳かな雰囲気となっていました。言葉は発せずとも，６年生の後ろ姿（完成された美しさ）から

５年生が思いを感じ取り，受け止め，場にふさわしい態度（引き継ぐ美しさ）として体現した空間で

あったと考えます。このような空気感は，まさに，今年度，附属小学校が目指していた「美しさ」の

広がりであると言えます。 

今年度の「ふぞくの風」では，「美しさ」をキーワードとして，子どもたちの「目に見える美しい姿」

や「目には見えない美しい姿」，またそのような「美しさを広げる姿」を紹介してきました。紙面では

書き尽くせないほど多くの美しい姿と出会うことができ，子どもたちの成長や自己有用感の高まりを

感じました。子どもたちの言動を価値付けることが自己有用感を高めることにつながります。来年度

以降も，子どもたちの自己有用感の高まりを目指し，教育活動の充実を図っていきます。 
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【４月の主な行事】 
 
春季休業 ～４月５日（水） 

６日（木）新任式・始業式 
入学式準備（５・６年生） 
登校現場指導（～７日） 

７日（金）入学式 
 
 
 
 
 
 
 
 

14日（金）ＰＴＡ新旧学年理事会 
ＰＴＡ各専門部引継会 
ＰＴＡ理事会 
夏服更衣準備期間（～28日） 

17日（月）結核検診問診票回収 
18日（火）全国学力・学習状況調査（６年生） 
21日（金）授業参観・親子通学子ども会 

ＰＴＡ・後援会総会 
ＰＴＡ合同役員会・専門部会 

24日（月）学校保健実習 
 

10日（月）学年・学級ＰＴＡ（高） 
結核検診問診票配布 

11日（火）学年・学級ＰＴＡ（中） 
12日（水）学年・学級ＰＴＡ（低） 

尿検査一次（～14日） 
13日（木）１年生給食開始 

【６年生 卒業記念品とともに】 


